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原発事故の鳥への影響 ２
  ～放射線の影響により脳が小さくなる鳥たち～

水田の上を飛ぶツバメ Hirundo rustica。ツ
バメでは脳の大きい個体の生存率が高いこ
となどが明らかになっている。
撮影●内田博

福島第一原発の汚染水処理がうまくいっていない
というニュースが連日流れています。このままだと
汚染水が外部に漏れる可能性があるようです。事故
直後のような危機は脱したものの，福島原発の悪い
状況は続いています。汚染水の問題に目処がたった
にしても，周囲の環境汚染問題は，今後何十年もずっ
と付き合って行かなければならない問題なのでしょ
う。

本連載の 66 号で，チェルノブイリの原発事故の影
響で，放射線による汚染の大きい地域では長距離移
動の鳥 , 多産の鳥 , カロテノイド色素を持つ鳥が減
少しているという論文を紹介しました。きっとその
原因の１つでもあるのでしょう，さらに鳥の脳の大
きさにも影響がでているという論文が発表されたの
で，紹介したいと思います。

この論文を書いたのも，66 号で紹介した論文と同
じ Møller さんたちのチームです。彼らは放射線によ
る汚染の程度の違うチェルノブイリやその周囲の地
域で捕獲した 48 種 550 羽の体重やくちばしの長さ
など形態を測るとともに，鳥の頭の体積≒脳の大き
さ（Iwaniuk et al. 2004）を測定し，それらと環境中
の放射線量との関係について，検討しました。する
と体重やくちばしの長さは環境中の放射線量が違っ
てもあまり変化はなかったのに対し，脳の大きさは
放射線量が多くなると小さくなっていることがわか
りました。また，この傾向は若い鳥で顕著で，若い
鳥の方が脳の大きさが小さいことがわかりました。

放射線量と脳の大きさに負の相関があったことは，

放射線の影響により脳が小さくなった可能性を示し
ています。他個体との競争力の弱い，脳の小さい個
体が放射線量の多い「悪い環境」にしか住めないと
いう可能性も考えられますが，もしそうだとすると，
体重やくちばしの長さでも同様の負の相関が出ると
考えられます。こうしたことは見られなかったので，
やはり放射線量により脳が小さくなった可能性が大
きいと思われます。

ツバメでは，脳の大きい個体は早春早くに渡来し，
より大きいコロニーで繁殖することができ，捕獲が
困難で，生存率も高いことが知られています（Møller 
2000）。つまり脳の大きさは，鳥の繁殖や生存に影
響するわけです。今回の研究で得られた成鳥の方が
脳が大きかったという結果もこのことを示している
と考えられます。すなわち脳の小さい個体は成鳥に
なるまで生き残れないために，成鳥は脳の大きい個
体が多かったと考えられるのです。

脳の大きさの測定は難しく，その点からこの研究
の信頼性は低いのではという批判もあると聞きま
す。しかし福島原発事故の野生動物への影響を考え
る上では参考になる論文で，こういった観点も考慮
しながら，今後のモニタリングをしていく必要があ
るのかな，と思いました。
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